
[個人情報の取り扱いについて]
お申込の際に得た個人情報は弊社セミナー、サービスのご紹介、ご案内に限り利用させていただきます。それ以外の目的で利用することはありません。
第三者へ個人情報を開示、提供、委託することはありません。
ご提供いただいた個人情報は、安全且つ適切に管理いたします。

メールアドレス:
info@ksk-consulting.com

〒533-0033 大阪市東淀川区東中島１ー1９ー４ ルーシッドスクエア新大阪１２階
株式会社経営システム研究所 営業本部
TEL：06-6320-1858(代) FAX : 06-6320-1859

ホームページ
https://www.ksk-consulting.com
※詳細はこちらへ

『ハッ！と気がつくゼミナール』 第95回

働き方改革により設計効率爆上がり
～ウチの製品、モジュール化で対応出来る？～

いずれかの方法でお申し込みください

■日 時／２０２４年６月２８日（金）１６時００分～１７時３０分

■ 会 場／CIVI研修センター新大阪東601号(リアルセミナー）
大阪市東淀川区東中島１ー1９ー４ ルーシッドスクエア新大阪6階

■受講料／無料

■定 員／１５名（定員になり次第、締切らせていただきます)

■主 催／株式会社経営システム研究所

■対象業種／一般機械製造・精密機械製造・工作機械製造・食品機械製造・印刷機器製造 他
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大阪市東淀川区東中島1-19-4  ルーシッドスクエア新大阪
JR「新大阪」駅下車 東口から50M

地下鉄御堂筋線「新大阪」駅から徒歩5分

 お問い合せ先

 お申し込み方法  会場付近略図

mailto:info@ksk-consulting.com
https://www.ksk-consulting.com/


※予告なくセミナータイトル、プログラム内容が変更される場合がございます。あらかじめご了承ください。
※同業他社様からのお申込みはお断りさせていただく場合がございます。あらかじめご了承ください。

お申込みについては、表面「お申し込み方法」をご覧ください。
HP、アドレスへのメール・QRコードでお申し込みできます。

アンケートのご記入後、ご提出をお願いします。

■基調講演：生成AI(ChatGPT)がもたらす異次元の現場革命 14：00～14：30 （30分）■ 設計者不足の特効薬を検証する！

～御社の製品モジュール化した方が良いですよ！・・・・のポイント～

16：0０～17：10 （70分）

株式会社経営システム研究所 江見 祥一

【趣旨】
人員不足、残業規制、人員育成に課題を持ちながら、今の設計業務は出来る人に負荷が
偏り、思うように改革が進まない企業が多いです。
そこで一つの手立てとして、設計モジュール化の活用はどうだろう、と取り組まれる企業があります。

モジュール化の考え方、イメージはあるが自社製品で出来るのか？効率UPは見込めるのか？
と、悩みながら糸口探しをされているご担当者様、
今回のミニセミナーでは、「うちの製品、設計モジュール化出来る？モジュール化したらどれくらい効率
よくなる？」にお応えできる内容のセミナーです。

どのような観点でモジュール化が可能か否かを、考えるためのセミナーとなっております。

短い時間ではありますが、是非ご参加いただければ幸いです。

■基調講演：生成AI(ChatGPT)がもたらす異次元の現場革命 14：00～14：30 （30分）■CLIPV-PLM デモ               17：10～17：30 （20分）

株式会社経営システム研究所 岡 龍汰

設計モジュール化技法の考え方に基づく、個別受注型製造業向け設計情報管理のテンプレートで、
主に「標準設計管理」、「見積受注管理」、「受注設計管理」の業務機能から構成されています。
設計者を介在しなくても見積回答や設計部品表の作成を迅速に行うことが可能となるほか、標準
仕様への誘導、カスタム設計の効率化、出図の早期化、設計業務の標準化推進および属人化の
解消に貢献するソリューションをご紹介します

設計業務改革の手法として設計モジュール化がありますが、何でもかんでも出来るわけではなく、
また、手間もかかる割にはモジュール化できる製品の率が低いと、全体の効率がさほども上がらない
等、よく聞く事後の祭り話です。
今回はコンサルタントがどんな観点で、モジュール化が出来るとみるのか？どれくらいを効率化できる
と判断し、推し進めるのか？をお話させて頂きます。
自社製品、特に個別受注製品での検討は事前に知識として持っていれば、検討のステージに
明確に乗せる事が出来ます。
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